
































































学支援に関する実態調査」（2006 年 5 月現在、対象 1,244 校で回収率
93.8％）によれば、現在わが国の高等教育機関における障害学生の総数
は、4,937 名で在籍率　【（障害学生数÷学生総数）× 100】は 0.16％で
あった。障害種別の構成比は視覚障害 (10.3％ )、聴覚・言語障害 (24.3％ )、
肢体不自由 (35.5％ )、病虚弱 (17.8％ )、発達障害 (2.6％ )、その他 (7.7％ )
であった。






校 (34.0% ) で行われており、支援障害学生が多く在籍している学校ほ
ど実施率が高くなっている。施設・設備面の整備では 921 校 (78,9% )
が実施しており、バリアフリー化は進んでいるものの、障害学生委員
会等の修学支援組織があるのは 88 校 (7.5% )、支援のための専門部署・
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